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Ｑｕｏｎ×ランゲンドルフ荷台で
傑出した積載量を確保。
株式会社冨島建設様（大阪市福島区）

Owner ’s Interview

大阪湾岸西地域営業部
カスタマーアドバイザーの
仲田がご案内します！

大阪湾岸西地域営業部
カスタマーアドバイザーの
仲田がご案内します！

大阪
特集号

源流を辿る

［ 大阪府 大阪市 ］［ 大阪府 大阪市 ］

ふぐ食文化の かつて、高嶺の花であったふぐ料理を
庶民が気軽に楽しめる食文化として広めたのは
大阪の料理人たちだったといわれています。
港町の賑わいの中で受け継がれてきた
冬の味わい、ふぐ食文化の源流を辿ります。
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Owner ’s Interview

Owner’s  Interview｢冨島建設とUDトラックスの次世代技術の
取り組みには､共通する企業変革がありますね｣

―富島 代表取締役社長

Ｑｕｏｎ×ランゲンドルフ荷台で
傑出した積載量を確保。

さ
ら
な
る
事
業
深
化
で
業
界
を
牽
引

Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク
ス
が
全
面
サ
ポ
ー
ト

仲
田 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、現
状
で
抱
え
ら
れ
て

い
る
経
営
課
題
や
、こ
れ
か
ら
の
企
業
成
長
の
方

向
性
な
ど
に
つ
い
て
も
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

富
島 
課
題
と
し
て
は
、有
能
な
技
術
者
を
い
か
に

集
め
て
育
成
し
て
い
く
か
。人
材
育
成
に
積
極
的

に
投
資
し
、社
員
定
着
率
90
％
以
上
を
維
持
。そ
の

有
望
な
社
員
た
ち
に
、仕
事
を
回
せ
る
機
会
を
少

し
で
も
多
く
増
や
し
て
い
く
の
が
今
後
の
目
標
で

す
。業
界
か
ら
真
に
必
要
と
さ
れ
る
老
舗
中
堅
企

業
と
し
て
の
地
位
を
名
実
と
も
に
確
立
し
、会
社

の
構
成
人
数
に
応
じ
た
規
模
で
粛
々
と
継
承
し
て

い
く
の
が
ベ
ス
ト
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

仲
田 

Ｕ
Ｄ
大
型
ダ
ン
プ
の
増
車
を
、引
き
続
き
計

画
し
て
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク
ス
の
創
立
90
周
年
に
際
し
励
み

に
な
る
お
言
葉
を
賜
り
、御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。加

え
て
、こ
れ
か
ら
も
共
に
歩
む
冨
島
建
設
様
の
ビ

ジ
ネ
ス
の
さ
ら
な
る
ご
成
功
と
ご
発
展
に
向
け

て
、当
社
の
各
拠
点
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー
と
密

な
連
携
を
と
り
、的
確
な
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の

体
制
を
構
築
し
、経
営
課
題
解
決
の
お
手
伝
い
が

で
き
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。富
島
様
、野
元
様
、本

日
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

事
を
完
成
さ
せ
る
考
え
を
力
説
し
ま
し
た
。つ
ま

り
会
社
成
長
の
方
向
性
と
し
て「
土
木
一
式
施
工
」

が
一
番
だ
と
。そ
れ
が
、最
初
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

1
９
９
1
年
に
雲
仙
普
賢
岳
の
噴
火
が
あ
り
、元

請
け
の
要
請
で
ラ
ジ
コ
ン
重
機
を
使
っ
て
災
害

復
興
を
手
伝
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。人
が
入
れ

な
い
エ
リ
ア
で
、建
設
機
械
の
重
機
を
遠
隔
操
作

す
る「
無
人
化
施
工
」の
技
術
は
こ
こ
で
誕
生
し

ま
し
た
。災
害
対
応
で
声
が
か
か
り
や
す
く
な
る

た
め
の
準
備
と
し
て
、施
工
方
法
と
機
械
を
考

案
。ラ
ジ
コ
ン
重
機
か
ら
始
ま
り
、そ
の
後
は
測

量
機
器
メ
ー
カ
ー
の
情
報
通
信
技
術（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）

を
活
用
し
、高
効
率
・
高
精
度
な
施
工
管
理
を
行

う「
情
報
化
施
工
」。ま
た
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
操
作

な
し
で
、建
設
機
械
が
A
I
・
セ
ン
サ
ー
・

G
P
S
を
使
っ
て
、自
動
で
積
込
・
運
搬
・
整
地
の

一
定
作
業
を
行
う「
自
動
化
施
工
」に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。当
社
が
こ
う
し
た
次
世
代
技
術
を

開
発
導
入
す
る
こ
と
で
、建
設
業
界
は「
危
険
・
き

つ
い・
汚
い
」と
い
う
３
Ｋ
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、「
ス

マ
ー
ト
で
魅
力
あ
る
産
業
」へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。「
超
遠
隔
操
作
×
情
報
化
施
工
×
自
動

化
施
工
」の
三
位
一
体
の
次
世
代
技
術
の
取
り
組

み
を
加
速
さ
せ
、様
々
な
現
場
で
協
力
さ
せ
て
い

た
だ
き
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

対
し
て
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、次
世
代
の
施
工

技
術
開
発
に
注
力
し
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま

す
。詳
し
い
内
容
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

富
島 

私
の
父
で
あ
る
先
代
社
長
か
ら「
こ
れ
か
ら

の
土
木
工
事
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
ろ
」

と
、言
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。そ
こ
で

私
は
、ひ
と
つ
の
工
種
だ
け
で
な
く
、プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
全
体
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
、元
請
け
と
一
緒
に
工

メ
リ
ッ
ト
な
ど
、ど
の
よ
う
な
点
が
満
足
に
繋

が
っ
た
か
、評
価
を
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

富
島 

当
社
の
積
荷
は
、現
場
で
発
生
す
る
土
砂
・

岩
砕
ズ
リ
※ 

が
中
心
と
な
る
の
で
、摩
耗
・
衝
撃
に

強
い
堅
牢
な
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
鋼
板
で
、最
大
積
載
量

10
ト
ン
以
上
を
確
保
で
き
る
こ
と
が
導
入
条
件
で

し
た
。と
に
か
く
強
く
て
軽
い
船
型
荷
台
の
高
積

載
が
魅
力
で
す
ね
。代
理
店
と
Ｕ
Ｄ
側
で
丹
念
に

架
装
し
て
も
ら
い
、２
０
1
６
年
か
ら
２
０
1
７

年
に
か
け
て
18
台
を
一
気
に
増
強
し
ま
し
た
。

野
元 

当
社
の
工
事
現
場
は
全
国
に
点
在
し
、現
場

内
で
の
運
行
が
多
く
長
距
離
走
行
は
あ
ま
り
あ
り

ま
せ
ん
。建
設
重
機
の
修
理
対
応
は
現
地
で
行
っ
て

い
ま
す
。通
常
で
す
と
当
社
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
要
員

が
現
場
に
常
駐
し
て
ト
ラ
ブ
ル
対
応
し
ま
す
が
、Ｕ
Ｄ

ダ
ン
プ
の
特
装
車
両
に
な
る
と
な
か
な
か
対
応
で

き
な
い
の
が
現
状
で
す
。今
は
、現
場
に
近
い
Ｕ
Ｄ

ト
ラ
ッ
ク
ス
の
各
拠
点
サ
ー
ビ
ス
工
場
で
車
検
や

定
期
点
検
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。常
に
Ｕ
Ｄ
さ

ん
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
や
応
援
が
な
け
れ
ば
工
期
が

遅
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、安
全
稼
働
へ
の
全
面
的

な
ご
支
援
を
こ
れ
か
ら
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

建
設
業
の
次
世
代
化
に
向
け
て

最
先
端
技
術
を
駆
使
し
た
３
施
工

仲
田 

御
社
は
、こ
れ
か
ら
の
重
機
土
木
の
課
題
に

カスタマーアドバイザー（CA）の仲田。前任CAは、冨島建設様が着目し
ていたランゲンドルフ社の荷台を架装することで、18台のＱｕｏｎ大型
ダンプを納車。仲田CAは、20台の増車を担当。冨島建設様からの厚
い信頼に応え続けるべく、全国のカスタマーセンターとの連携によ
り、スムーズなアフターサービス体制を心掛けている。

を
迎
え
、大
阪
を
中
心
に
日
本
全
国
で
重
機
土
木
の

分
野
に
お
け
る
幅
広
い
施
工
実
績
を
積
み
重
ね
、長

年
に
わ
た
り
培
っ
た
技
術
力
と
信
頼
を
も
と
に
、社

会
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
企
業
で
す
。

ラ
ン
ゲ
ン
ド
ル
フ
荷
台
を
施
し
た

Ｑ
ｕ
ｏ
ｎ
土
砂
ダ
ン
プ
を
初
導
入

仲
田 

当
社
の
大
型
ダ
ン
プ
に
、ド
イ
ツ・ラ
ン
ゲ
ン

ド
ル
フ
社
の
荷
台
を
架
装
さ
れ
て
い
ま
す
が
、そ

の
経
緯
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

富
島 

２
０
1
５
年
に
、愛
媛
県
の
松
山
市
で
重
機
土

工
業
者
の
勉
強
会
に
行
き
ま
し
た
。そ
こ
で
目
に
し
た

の
が
、国
際
的
に
も
高
い
評
価
と
信
頼
を
得
て
い
る
ラ

ン
ゲ
ン
ド
ル
フ
社
の
荷
台
だ
っ
た
の
で
す
。丁
度
そ
の

時
に
架
装
し
展
示
し
て
あ
っ
た
の
が
、Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク

ス
の
Ｑ
ｕ
ｏ
ｎ
大
型
ダ
ン
プ
で
し
た
。さ
っ
そ
く
話
を

持
ち
帰
り
、機
械
部
の
野
元
と
検
討
し
て
、特
殊
性
を

持
っ
た
次
世
代
の
大
型
ダ
ン
プ
を
そ
ろ
そ
ろ
保
有
し

て
も
い
い
時
期
で
は
な
い
か
と
思
い
、Ｕ
Ｄ
さ
ん
に
声

を
か
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
、当
社
の
方
か
ら
ご
相
談
し

た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。そ
れ
ま
で
は
Ｕ
Ｄ
さ
ん
と
は

お
付
き
合
い
が
な
く
、メ
ー
カ
ー
の
こ
だ
わ
り
も
特
に

な
か
っ
た
の
で
す
が
、代
理
店
の
説
明
で
は
Ｕ
Ｄ
ト

ラ
ッ
ク
ス
の
高
い
技
術
が
活
用
さ
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン

や
油
圧
装
置
な
ら
、ラ
ン
ゲ
ン
ド
ル
フ
荷
台
の
架
装
も

し
や
す
く
、相
性
も
い
い
と
い
う
推
薦
が
あ
り
、導
入

に
踏
み
切
っ
た
次
第
で
す
。

仲
田 

ラ
ン
ゲ
ン
ド
ル
フ
荷
台
の
最
大
の
魅
力
や

本社オフィス内の超遠隔操作システム。現場の音声、傾きや遠隔操作に影響する微細
な振動をモーションシートにフィードバックできる。急勾配や岩が多い現場でも重機に
搭乗し操作しているかのようなリアルな感覚が得られるので、何100km離れた本社か
らでも安全かつスムーズな重機操作が可能となる（大阪から秋田の現場など）。

西淀川区の百島工場のヤードに勢揃いした、Ｑｕｏｎランゲンドルフ荷台ダンプの勇姿。
自社の重機保有率が高い、冨島建設。大型の土砂ダンプ以外にも、バックホウ、振動
ローラー、ブルドーザーなど各種を保有。エメラルドグリーンに輝く重機が、毎日の稼働
を支えている。

代表取締役社長の富島様（右）と、施工本部・機械部部長の野元様（左）。
野元様は、全国工事現場のダンプを含めた大型重機の配置や移動、修理
メンテナンスも含めて、数多い機械管理の全般を取り仕切る。就任21年目の
富島社長の考えや方針を深く理解し、経営のサポートで日々 奮闘されている。

阪
市
福
島
区
に
本
社
を
置
き
、暮
ら
し
の

基
盤
と
な
る
大
型
重
機
工
事
を
中
心

に
、地
図
に
残
る
社
会
貢
献
性
の
高
い
現
場
を
数

多
く
担
当
。情
報
化・自
動
化
施
工
の
パ
イ
オ
ニ
ア

と
し
て
業
界
を
リ
ー
ド
す
る
、総
合
建
設
会
社
の

株
式
会
社
冨
島
建
設
様
。次
世
代
技
術
へ
の
取
り

組
み
や
、Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク
ス
の
Ｑ
ｕ
ｏ
ｎ（
ク
オ
ン
）

大
型
ダ
ン
プ
初
導
入
の
経
緯
を
、当
社
の
仲
田
が

富
島
様
と
野
元
様
に
お
伺
い
し
ま
し
た
。

日
本
の
大
地
に
命
を
吹
き
込
み

新
た
な
価
値
を
生
む
総
合
建
設
会
社

仲
田 

ま
ず
は
じ
め
に
、御
社
の
事
業
内
容
に
つ
い

て
、特
に
総
合
建
設
会
社
と
し
て
の
概
要
に
つ
い

て
詳
し
く
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

富
島 

当
社
の
主
力
事
業
は
、重
機
土
木
を
中
心
と
し

た
工
事
を
展
開
し
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、発
電
所

や
ダ
ム
工
事
、河
川
や
道
路
工
事
な
ど
、地
域
の
基
盤

づ
く
り
に
関
わ
る
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
公
共
イ
ン

フ
ラ
整
備
を
幅
広
く
手
掛
け
て
い
ま
す
。さ
ら
に
地

域
社
会
に
根
差
し
た
企
業
と
し
て
、災
害
復
旧
や
ダ

ム
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
、強
く
て
し
な
や
か
な
イ

ン
フ
ラ
構
築
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、社
会
的
使
命

を
担
っ
た
公
共
性
の
高
い
復
興
事
業
も
展
開
し
て
い

ま
す
。経
営
基
本
理
念
と
し
て
、｢業
界
か
ら
真
に
必

要
と
さ
れ
る
中
堅
企
業
と
し
て
の
地
位
を
名
実
と
も

に
確
立
す
る
」を
掲
げ
、持
続
可
能
な
街
づ
く
り
や
環

境
保
全
に
注
力
し
て
い
ま
す
。今
年
で
創
業
75
周
年

大

株式会社冨島建設：1950年創業の総合建設会社。重機土木を中心に事業を展開し、道
路・河川・ダムのインフラ整備など、幅広く力を入れている。建設全般に関わる多様な
工種に対応できる「土木一式施工」の体制を整えており、国や地方自治体からの公共
工事をはじめとし、災害復旧やダムのインフラ整備など、強くてしなやかなインフラ構
築にも対応し貢献している。
代表取締役社長 :富島 康之氏／大阪市福島区海老江3丁目5番25号

株式会社冨島建設
常務執行役員

施工本部 機械部部長

野元 広洋 氏
N o m o t o  H i r o m i

株式会社冨島建設
代表取締役社長

富島 康之 氏
To m i j i m a  Y a s u y u k i

ＵＤトラックス株式会社
大阪湾岸西地域営業部 
カスタマーアドバイザー

仲田 雅志
N a k a t a  M a s a s h i

※ズリ：トンネル工事などの建設現場で、掘削作業によって発生する土砂や岩石の不要な掘削残土のこと。
            大型ダンプで外部へ搬出され、その後埋め立て地や処分場に運搬される。

ＵＤトラックス
創立90周年に向けた

お客様からのメッセージ

私が、社長に就任したのが2004年のとき、法人化から50年を迎
えた節目でした。企業が周年を迎えるというのは非常に喜ばしい
ことですが、私は先代の社長でもある父親に言われました。「今
があるからといって、5年後もあると思うなよ」と叱咤激励された
のです。でもそれは、会社を経営している本人でないと分からな
い感覚。とにかく大変ですが、日 の々業務を大事にし、1年1年を
積み重ねていくしかない。一緒になって共に歩めるパートナーを
たくさん増やしていくのが、一番じゃないかなと思っています。 
特に次世代技術に関わる部分であれば、当社は先に、ＵＤト
ラックスとは違う建設分野での重機土工を大型機種でやらせて
いただいている自負があるので、何かと支援できる部分があるか
と思います。やがてすべての建設現場は、自動化していきます。Ｕ
Ｄトラックスも、Ｑｕｏｎのトラックで様 な々次世代技術の研究を
されていると思いますが、特に自動化や無人化という最先端技
術に関しては何かお力添えができればと感じます。そして何より
も、ＵＤトラックスの創立90周年、おめでとうございます。すでに、
我 よ々り15年先に進んでおられるので、そこには様 な々ご苦労も
あるでしょうが、共に存在を期待される企業として、これからも
一緒に歩めたらと切に思います。
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最近は自分で料理を作る魅力に
はまっています。お客様とご一緒
したレストランの珍しい料理を
再現したり、アレンジしたりと。人
気のあの味を家族にも味わわせ
てあげようと、週末は何かとキッ
チンに立っていますね。仕事の疲
れを忘れる憩いのひと時です。

Private life

カニックで入社して、14年。その後は検査員を3年、SA

（サービスアドバイザー）を7年勤め上げ、CA（カスタ

マーアドバイザー）になって4年目になります。以前、上司でもあっ

た前任のCAが営業部長に昇格したので、西淀CC（カスタマーセ

ンター）を元気よく活気づけるために、私自ら営業職に手を挙げ

ました。お客様から不具合のご質問があれば、整備士やSAをし

ていた経験上、大抵のことは的確に速答できる自信があります。

具体的には、エアサスペンションのゴム製ベローズに亀裂があ

るので、そろそろ交換時期だとか。お客様ご自身でも気付かれて

いない不具合の箇所を発見し、普段から目が届きにくいところ

を探し出して部品交換のアドバイスをさせてもらっています。

ただシャーシ以外の架装部分はまだまだ勉強中ですので、不

明な箇所は社に持ち帰って、後日お返事するという感じですね。

今後も、SAで培った経験を基盤に、CAとしての専門性を高

め、総合力でお客様に最善のご提案をして、キャリアの可能性を

広げていきたいと思います。

メ

大阪湾岸西地域営業部 カスタマーアドバイザー
仲田 雅志       N a k a t a  M a s a s h i

SA時代の経験を強みに
お客様へ最善のご提案をし
全幅の信頼に繋げます。

西淀カスタマーセンターのWebサイトはこちらから
https://www.udtrucks.com/japan/dealer/nishiyodo
西淀カスタマーセンターのWebサイトはこちらから
https://www.udtrucks.com/japan/dealer/nishiyodo

わたしたちがお客様を支える

アドバイザーですFOCUS ON
大阪湾岸西地域営業部
西淀カスタマーセンター 編Vol.27

工場全体の交通整理を担い
お客様の稼働を支えるのが
整備統括の使命です。

工場全体の交通整理を担い
お客様の稼働を支えるのが
整備統括の使命です。
西淀カスタマーセンター 整備統括責任者
前田 真俊       M a e d a  M a s a t o s h i

は、2015年から整備統括をさせていただいています。

職務としては、複数のスタッフが関わる作業や、チーム

間でのコミュニケーションが複雑化しないように工場全体を円

滑に連携させる、言わば交通整理のような役割でしょうか。

日々、お客様にご安心いただけるサービスを目指し、整備技術力

の向上に取り組んでいます。2024年、西淀CCに嬉しいニュース

がありました。当CCの従業員が、サービスの知識とプロの技を競

う「ＵＤ現場チャレンジ2024」の世界大会で第2位を獲得しまし

た。お客様にとって最も重要なことは、ＵＤ車両が問題なく安心

確実に稼働すること。そのために、定期的な点検や安全管理、故

障時の迅速な修理はもちろん、メンテナンス･部品供給･フロント

などすべてにおいて優れた技術とチームワークが欠かせません。

若いメカニックからベテランまで大会に出たスタッフを筆頭に、そ

れぞれが自発的に教え合い協力し合う体制が自然に生まれてい

ます。多くのお客様から頼られるCCになれるよう、知識･経験の

豊富なサービススタッフが共に技術を高め合い尽力していきます。

私

昨年は、「2025年日本国際博覧
会」通称・関西万博に通い詰め
ていました。期間中の土日はほぼ
会場にいましたね。通期パスを
購入し、訪問回数は20回ほど。魅
了されたきっかけは、大屋根リン
グの雄大さ。45分かけて一周を
歩いたら、また行きたくなります。

Private life

90周年を新たな出発点とし、お客様と共に未来を切り拓く

新年の幕開けに際し、謹んでご挨拶を申し上げます。
New Year Message

ＵＤトラックス株式会社
代表取締役社長 兼 CEO

2025年は当社にとって創立90周年という節目の年であり、1935年の創立以来
掲げてきた「時世が求める自動車をつくる」という想いのもと歩み続けてまいり
ました。この長きにわたる歴史を支えてくださったのは、お客様からの変わらぬ
ご信頼と、挑戦を続けてきた社員一人ひとりの姿勢にほかなりません。改めまし
て、皆様のご愛顧、ご協力に深く感謝申し上げます。

また、いすゞ グループとして出展した Japan Mobility Show 2025では、「『運ぶ』
で描こう、みんなの未来。」をテーマに展示を行い、多くのお客様にご来場
いただきました。グループのシナジーを通じて新たな価値創造を目指す姿勢を
共有できたことを、嬉しく思っております。

90周年を新たな出発点とし、当社はさらなる協働を深化させ、燃費・環境・安全・効
率のさらなる向上を追求してまいります。物流現場の声に寄り添い、お客様と
共に未来を切り拓くパートナーであり続ける所存です。

本年もUDトラックスはお客様から信頼され、選ばれ続けるブランド・企業で
あるよう、社員一同、誠実に、そして柔軟に対応してまいります。どうか変わ
らぬご支援、ご愛顧を賜りますよう、お願い申し上げます。

2026年が皆様にとりまして、実り多く、安心と発展に満ちた一年となりますこ
とを、心よりお祈り申し上げます。

当社の往年の名車「ミンセイ6TW12」が、このたび「日本自動車殿堂 歴史遺産車

部門」に選定されました。これは、戦後日本の物流発展を支えた商用ディーゼル

トラックとして、その技術的価値と社会的貢献が高く評価されたものです。今回

の選定により、日本の自動車史に優れた足跡を残した名車として日本自動車殿堂

に登録され、歴史的遺産として永く伝承されることになりました。当社の前身であ

る民生デイゼル工業株式会社（1960年の販売時から日産ディーゼル工業株式会

社に社名変更）は、戦後の復興期に国産ディーゼル技術の確立と商用車開発を

けん引してきました。今回選定された「ミンセイ6TW12」は、1960年に発売された

大型ディーゼルトラックで、一般道路も高速道路も未整備の当時の日本におい

て、物流の長距離高速移動と大量輸送の時代の到来を想定し開発されました。

昨年11月12日の表彰式にて、当社の商品戦略担当 専務執行役員の小田原

俊彦が、受賞挨拶で次のように述べました。

「戦後の経済成長で大量輸送の需要が高まり、高馬力・大容量の積載トラックが

求められました。6TW12はそのような時代に自社開発のＵＤ6型のエンジンを搭

載して生まれたトラックです。輸送が鉄道からトラックに移行するタイミング

で、日本で初めて積載量10トン、200馬力を超え、最高速度90キロの高速走行

を可能にし、ダムや高層ビルなどの建設において大いに活躍しました。故障が

非常に少なく信頼性が高いと評価され、以来大型トラックは当社のビジネスの

中核となりました。ＵＤトラックスにとってDNAといえるこの象徴的な車が、日本

自動車殿堂の歴史車部門に選ばれ

たのは本当にうれしいことです」。

ＵＤトラックスはこれからも、1935

年の創業以来、常に挑戦者として

社会課題の解決に取り組んできた

姿勢を崩さず、時代の変化に合わ

せた価値ある車両の提供に向けた

取り組みを進めてまいります。

ＵＤトラックス「ミンセイ6TW12」が
日本自動車殿堂歴史遺産車部門に選定

ニュース

日本自動車殿堂 表彰式の様子



ふぐ食文化が
世界にも大きく
広がることを願います！
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透き通る身を薄く引いたてっさ、旨味が溶け出す白濁のてっちり。冬に欠かせない味覚であるふ
ぐ料理は、大阪において特別な存在です。かつて高嶺の花だったふぐ料理を、庶民が気軽に楽
しめる食文化として広めたのは大阪の料理人たちだといわれています。なぜ、この土地でふぐ食
文化が育まれてきたのか。その背景にある歴史とふぐ料理の魅力をご紹介します。

ふぐのおいしい魅力を
余すことなく
お伝えいたします！

ふぐのおいしい魅力を
余すことなく
お伝えいたします！

大阪湾岸西地域営業部
カスタマーアドバイザー
仲田 雅志

希少なふぐ食文化を
守るために重ねる工夫

ぐ食文化の発展と継承を目的に活動する、一般社団法

人全日本ふぐ協会の大田晶子さんに、今後の展望をお

聞きしました。「消費者からすると『どこで食べたら安心なの？』

『本当においしいの？』など、不安に思われる方も多くいらっしゃ

ると思います。そのため、当協会では審査のうえ、『ふぐ処理マイ

スター』『ふぐ調理技術マイスター』の称号を授与する取り組みを

行っています。提供する側にも、これまで以上にふぐ食提供に対

する責任感が増し、消費者の方にとっては安全性がわかりやすく

伝わります。また、『全日本ふぐ処理・調理技術大会』開催を通し

て、全国のふぐ処理除毒工程の平準化を図っています。下関に始

まり、大阪で庶民に広まったふぐ食文化は、どうしても東西で技

術者の質と数に差が生まれています。そのため、一人一人の調理

技術向上を目的とし、大会参加者は国籍を問わず受け入れ、技

術継承や後進の育成活動をしています。安全安心でおいしい日

本のふぐ食を、今後は海外にもアピールしていきたいですね」。ぜ

ひ大阪にお越しの際は、ふぐの食文化に触れて、その滋味深い味

わいを楽しんでみてはいかがでしょうか。

ふ

❶てっさと並んで代表的なてっちりは、大阪が発祥。白身魚を
使った鍋を、熱い湯に入れると身がちりちりに縮むことから
「ちり鍋」と呼んだ。鉄砲とちり鍋で、「てっちり」。プリプリとし
た食感と、淡白で上品な味わいを楽しめる。❷ふぐはほかに
も味わい方が様々。茶碗蒸しは切り身のほかに、白子を用い
られることも多く、濃厚な味わいに。❸ポン酢で和えた、皮の
湯引き。鮫皮を引く工程は、ふぐ処理の中で特に技術を要す
る。コリコリとした食感が魅力。❹から揚げにすれば、サクッと
した食感で子どもにも食べやすいおいしさに。❺極めつけは
ふぐのヒレ酒。熱したヒレを熱燗に入れて火をつければ、ふぐ
の芳醇な香りが移ったほかにない味わいの一杯となる。

❶丸ふぐ（有毒部処理前のふぐ）の処理除毒の様子。正しい知識と繊細な技術で、細かく
丁寧に可食部、不可食部を切り分けていく。❷切り分けて鑑別したものがこちらの写真。テ
トロドトキシンは、ふぐの王様と呼ばれるとらふぐの、ほぼすべての内蔵に含まれている。❸
不可食部は、鍵付きのゴミ箱に保管されたのち、産業廃棄物として焼却廃棄される決まり
になっている。❹調理の撮影、取材にご協力いただいたホテルアイボリーの和食調理部 料
理長の日下博喜さん（左）と、同ホテル直営のレストラン「新免館」の料理長 徳永祐樹さん
（右）。❺全日本ふぐ協会で発行しているふぐマイスタープレート。処理除毒、調理のそれぞ
れにおいて、熟練の優れた技術を有する調理師に授与されている。

日本人を魅了し続ける
ふぐ料理の歴史を紐解く

庶民に愛され
広がり続けた
滋味深い冬の味覚

ホテルアイボリー「新免館」
〒560-0021
大阪府豊中市本町3-1-16
06-6849-1111（ホテルアイボリー）
06-6849-3051（新免館）
https://www.hotel-ivory.co.jp/
営業時間
ランチ    11:30～14:00（L.O 13:30）
ディナー 17:30～20:00（L.O 19:30）

般社団法人 大阪府調理師会 理事長の尾崎滋さんにお伺いしました。日

本では、どのようにふぐ料理が食され、文化として根付いていったのでしょ

うか。「ふぐを食べる習慣は古くからあり、縄文時代のものと推定される貝塚か

ら、幾度となくふぐの骨が発見されています。室町後期から安土桃山時代には、みそ

汁の具にふぐを用いたふくとう汁が一般的に食されるようになっていましたが、ご存

知の通り、ふぐには危険な毒があります。江戸時代に入るとふぐ中毒事故による死

亡者も増えたため、朝鮮出兵の際、豊臣秀吉により『河豚食禁止令』が発せられま

した」。しかし、現在の日本ではふぐ食が認められています。「禁止令が出たあと

も、山口県下関では江戸時代を通してふぐが庶民の間で密かに常食されていまし

た。禁が解かれたのは、1887（明治20）年に初代内閣総理大臣 伊藤博文が下関の

割烹旅館・春帆楼を訪れ『魚が食べたい』と言ったことがきっかけです。大時化で

まったく魚が穫れずふぐしか無い状態で、春帆楼の女将は罰を受ける覚悟でふぐ刺

しを提供したところ、博文はこれを絶賛。翌1888（明治21）年には、下関の地でふぐ

食が解禁となりました」。

その後、徐 に々日本各地でふぐ食解禁の流れが起こったそうです。「大阪では1941

（昭和16）年に、ふぐ食が解禁となっています。その頃には、下関のふぐ料理は高級

料理として、一部特権階級のものとなっていました。高嶺の花的な存在となったふぐ

料理を、再び庶民が楽しめるものとして広まったのは、ここ大阪です。特に、業界で

ふぐ博士と呼ばれる料理人・北濱喜一さんの功績は大きく、長きにわたる独自のふ

ぐ研究、大学研究者との交流により、いち早く適正なふぐ処理の除毒工程が確立さ

れ、日本で初めてふぐの処理資格に関する条例を大阪府が定めることになりまし

た」。以降、大阪に多くのふぐ処理者が定着。安全安心なふぐ料理を提供するお店

が増え、大阪のふぐ料理は庶民の間でも発展していったとのことです。

一

❶職人技により美しく盛り付けられたてっさ。
弾力のあるふぐの身は厚く切ると噛み切ること
が難しいため、透けて見えるほどの薄造りに
し、その旨味と食感を楽しむのが一般的。ちな
みに、てっさ、てっちりといった料理名は、ふぐが
毒にあたると死にいたる魚であることから、隠
語で「鉄砲」と呼ばれていることに由来する。鉄
砲の刺し身で「てっさ」、鉄砲のちり鍋で「てっち
り」となる。❷一般社団法人 大阪府調理師会 
理事長の尾崎滋さん。ふぐ料理の歴史と魅力
について語っていただいた。❸ふぐ博士・北濱
喜一さんによるふぐの画。北濱さんはふぐ毒や
ふぐの薬効についてなど、長崎大学や九州大
学の研究者との交流の中で様々な知識の発
見・周知に努められ、現在の日本におけるふぐ
食文化の広がりに大きく貢献された。

おいしいふぐ料理を提供する
調理人の徹底した安全意識

ぐの毒と、その処理の技術について、ホテルアイボリーの和食調理部 料

理長の日下博喜さんにお話をお聞きしました。「ふぐ毒はテトロドトキシン

という、無味・無臭・無色の水溶性の神経毒です。青酸カリの数百倍にもおよ

ぶ、強い毒性を持っており、加熱しても分解されず、解毒剤がないという厄介者で

す」。有毒な臓器を食べない限り、中毒の発生例はないとのことですが、ふぐ料理

の安全性はどのように担保されているのでしょうか。「ふぐ処理者資格は、各都道

府県の条例、要綱に基づいて取り扱われており、ふぐの衛生確保について熟知し

た者だけが免許を交付されます。調理人は細心の注意を払い、毒を持つ部分が

食べられる部分に触れたり混じることが無いように、丁寧に可食部、不可食部の

鑑別を正しく見極め、ふぐ処理、除毒作業を行います。手指に傷があるときは、処

理除毒作業を行うことはできません。また、処理されたふぐ食は、鍵付きのゴミ箱

に入れ施錠し、産業廃棄物として焼却処分することが義務付けられています」。お

いしいふぐ料理を提供するためには、ここまで徹底した安全管理が必要だったの

ですね。

ふ

※定休日はWebサイトをご確認ください。

ふぐ食文化の

源流を辿る

ふぐ

しゅんぱんろう しけ
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Ｑｕｏｎ×ランゲンドルフ荷台で
傑出した積載量を確保。
株式会社冨島建設様（大阪市福島区）

Owner ’s Interview

大阪湾岸西地域営業部
カスタマーアドバイザーの
仲田がご案内します！

大阪湾岸西地域営業部
カスタマーアドバイザーの
仲田がご案内します！

大阪
特集号

源流を辿る

［ 大阪府 大阪市 ］［ 大阪府 大阪市 ］

ふぐ食文化の かつて、高嶺の花であったふぐ料理を
庶民が気軽に楽しめる食文化として広めたのは
大阪の料理人たちだったといわれています。
港町の賑わいの中で受け継がれてきた
冬の味わい、ふぐ食文化の源流を辿ります。




